
 
 
 
 

こ 

れ 

か 

ら 

や
さ
し
さ
を 

借
り
る
こ
と
に 

慣
れ
す
ぎ
て 

借
り
た
ま
ま 

返
し
忘
れ
て
る 

や
さ
し
さ
が
あ
る
な
ら 

こ
れ
か
ら
返
し
て
い
こ
う 

気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に 

 

   

 
学校経営目標：ふるさとを愛し、 

自らの未来を切り拓く児童を育成する 

1学期もあとわずかです！ 

小学校では２年生が「生活科」の学

習でミニトマトを育てます。上山小学

校のミニトマトは？苗がしっかりし

ていて、子どもの頬っぺたのようにパ

チパチした実がなります。トマトの花

言葉は、「感謝」「完成美」だそうです。

栄養価の高さや熟すほど赤く美しく

なっていくところからきた言葉のよ

うです。子供とかかわることで私たち

も多くのことを学ぶことができます。ちなみに、トマトは野菜ですよね！ 

 さて、松尾芭蕉の奥の細道の序文に、「月日は百代の過客にして行き交う年も

また旅人なり」とあります。およそ時の流れは永遠の旅人であることが述べられ

ているのですが、まさにそのことを実感する時期です。旅のひとこまを大切に心

に収めながら過ごしたいものです。この１学期様々なことがありました。心を痛

めることもありましたが想定内ととらえておきます。それは「ピンチはチャンス」

という考え方をするように心がけているからです。ジャンプするためには、一度

しゃがみます。１学期をポジティブに振り返って次にいかしたいものです。 

 

 

 

 

 

 

上山小学校「風のたより」 
 令和６年７月１２日（金） 校長 有谷孝彦 
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奥ゆかしい日本の文化 

 七夕を迎えました。また今年も笹

や短冊など、子どもたちを取り巻く

ボランティアの皆様にご準備いただ

きました。本当にありがとうござい

ます。子供たちや先生方は早速それ

ぞれの願い事を書いて笹に取り付け

ました。「逆上がりができますよう

に！」「ダンスがうまくおどれますよ

うに！」「平和な世界になりますよう

に！」「カメラマンになりたい！」「学

校で一番人気のある先生になれますように！」等々、笹はたくさんの願い事で埋

め尽くされました。昨年も書きましたが、昔は黒の短冊に墨で恋心を綴ったそう

です。日本文化の奥ゆかしさも感じる七夕です。私の願いは一つです。言わずと

もわかる人にはわかっていただけるでしょう。(*^^*) 

「 温 故 知 新 」 

昔は、「１０年ひと昔」といって、世の中は移り

変わりが激しく１０年も経つともう昔のことと

なってしまうことを意味しています。最近のある

調査によると、この１０年が「５年」：３３％、

「３年」：１９％に感じるとの回答があったそう

です。 

 確かに教育現場においても「５年ひと昔」かな

と感じています。ちょっと話がずれますが、１９

４５年に「修身」が廃止され、７２年間続いてき

た「道徳」が２０１８年度から「特別の教科 道

徳」となりました。ここ５年間でいうと小学校中

学年「外国語活動」と高学年「外国語科」の導入、

一人１台タブレットの導入によるＩＣＴ教育、コロナ禍によるこれまで踏襲さ

れてきた学校の当たり前の見直しなどがあります。マスクを付けての授業や半

日日程の運動会など１００年に一度の大きな転換期を迎えているのです。おそ

らくこれからも「揺るがぬものの変化」は続いていくでしょう。これでいいのだ

ろうか？「温故知新」の意味を再考したいと思うこの頃です。 

☆上山小のＨＰもご覧ください。学校だより（表）の２次元コードをご利用ください。 


